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■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　
「
文
芸
思
潮
」
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞

へ
の
御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選

考
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
の
選
考
基
準
は
、
他
者
に
伝
わ

る
文
章
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重

要
の
基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
書
く
姿

勢
を
加
味
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少

し
文
章
が
粗
く
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い

切
実
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次

を
通
過
し
て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
文
章
は

整
っ
て
い
て
も
、
書
く
姿
勢
が
曖
昧
な
も

の
、
書
く
必
然
性
が
希
薄
な
も
の
、
中
途

半
端
な
も
の
は
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
二
点
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
が

一
次
予
選
通
過
者
で
す
。
何
％
と
か
、
何

篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全
員
が
一
次

予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
光
る

も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。
何
か
が
読
み
手
の

中
に
残
っ
て
い
る
作
品
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
行
で
も
い
い
、
一
人
の
人
物

で
も
い
い
、
見
方
で
も
い
い
、
何
か
一
つ

心
に
残
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
、
上
に

拾
い
上
げ
た
く
な
る
と
い
う
、
一
つ
の
魅

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基
準
に

な
り
ま
す
。
第
三
次
予
選
ま
で
通
過
し
た

作
品
は
、
ほ
ぼ
雑
誌
に
載
っ
て
も
い
い
、

人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
も
何
か
訴
え
る
力

を
備
え
て
い
て
、
読
ん
だ
人
の
心
に
何
か

が
残
っ
て
新
た
な
力
に
な
る
よ
う
な
作
品

で
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
を
重
視
し
て
作
品
数
に
よ
っ
て

制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
作
品
の
内
容
を

重
視
し
て
、
優
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ
の
作
品
の
価
値
や

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作
品
を
残
す
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
場
合
に

よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の
作
品
が
三
次
予

選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
ご
自
身
の
文
章
力
が
具
体
的
に

ど
れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
か
、
文
章
力
検

定
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
文
章
技
量
向
上
の
一
つ
の
目
安
に

な
る
と
思
い
ま
す
。	

（
銀
華
文
学
賞
・
新
人
賞
選
考
委
員
会
）

第
2
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
　
中
間
発
表

●
第
2
回
「
文
芸
思
潮
」
新
人
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
総
数
四
一
編
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
四
月
三
〇
日
に
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選

通
過
者
で
す
。

◎	

「
痛
み
に
つ
い
て
」	

松
山
尚
紀

	

「
私
は
レ
モ
ン
水
し
か
飲
ん
で
い
な
い
わ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
月
李
衣

	

「
希
望
、
韜
晦
。」	

深
井　

眠

◎	

「
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン
」	

紅
露　

冴

	

「
捻
り
像
」	

い
つ
き

◎	

「
私
の
胃
」	

麦
倉　

尚

◎	

「
夜
落
葉
」	

松
元
詩
歩
子

○	

「
天
使
が
羽
ば
た
く
夜
」	

天
花
す
ず
か

◎	

「
傘
は
森
を
紡
ぐ
」	

森
久
上
水

◎	

「
病
ん
だ
目
」	

山
田
栞
里

◎	

「im
u2

」	

熊
本
民
葉

○	

「
ツ
ア
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル
」	

佐
秋

	

「
嫌
わ
れ
じ
い
ち
ゃ
ん
」	

村
上
富
馨

	

「
未
必
の
恋
」	

杏
仁
五
月

	

「
１
＋
１
＝
３
」	

Ishisan

◎	

「
夜
眠
夢
」	

眠
夢
イ
夜

○	

「
聖
な
る
毒
」	

め
ぐ
ち
ゃ
ん

◎	

「
ア
ン
チ
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ユ
ー
ト
ピ

ア
」	

保
泉
花
衣

	

「
ビ
ロ
ー
ド
の
朝
」　

義
若
ユ
ウ
ス
ケ

◎	

「
早
川
サ
チ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

	
	

髙
田
拓
夢

○	
「
独
り
で
も
真
っ
白
で
も
な
い
の
に
」

	
	

橋
木
正
午

◎	

「
順
風
満
帆
」　　

Shom
in Shinkai

◎	

「
飛
来
す
る
者
た
ち
」	

山
科
晃
一

◎	

「
弾
き
継
ぎ
」	

熾
野　

優

◎	

「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
」	

幸
村　

燕

	

「
ミ
ミ
ズ
の
求
婚
」	
天
ヶ
谷
麗

○	

「
１
９
９
１
年
の
亡
霊
た
ち
」
	
	

丹
羽
佑
斗

◎	

「
幸
福
な
日
々
」	

櫻
庭
拓
実

	

「
ず
っ
と
、
こ
こ
で
あ
な
た
を
見
て
い

た
。」	

麦
野　

陽

◎	

「
ン
バ
・
ピ
テ
ィ
」	

中
山
喬
章

◎	

「
か
の
女
の
楽
園
」	

水
縹
修
一

◎	

「
最
後
の
原
稿
」	

神
楽
鋼

	

「
運
命
計
画
書
」	

米
井
暢
成

◎	

「
空
の
征
服
者
」	

昼
寝
ト
ト

◎	

「
時
間
ド
ロ
ボ
ウ
」	

武
者
落
国
太

	

「
異
国
情
緒
と
恋
」	

麗
華


